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英語： 

各専攻において研究を進める上で必要な英語の読解力を有しているかを判断するため

に，英語の語彙力，文法力，理解力を総合的に評価する。具体的には，各専攻に関わる

内容の 300 語から 500 語程度の英文を示し，英和辞書を用いて，全文和訳をさせる問

題を出題する。 

 

小論文： 

各専攻において研究を進める上で必要な知識と能力を有し，博士論文をまとめる潜在能

力を有しているかを判断するために，理解力，分析力，論理的思考力，表現力を評価す

る。具体的には，それぞれの分野における現代的課題を提示し，その課題について，1000

字程度で意見を論じさせる問題を出題する。 

 

口述試験： 

研究計画等に基づき行う。 

 

 

 

合否判定基準 

 

 

英語，小論文，及び口述試験に，それぞれ合格最低基準を定める。 

英語，小論文，及び口述試験の結果を総合的に評価して，合否判定を行う。 
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